
  

▲
今
回
は
九
月
の
彼
岸
会
で
精
進
カ
レ
ー
を
お
願
い
し
た
、酒
場
カ
ン

テ
ツ
の
マ
ス
タ
ー
に
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。関
本
氏
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
燕
三
条
Ｔ
Ｖ
」
等
、
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て

い
て
、
三
条
別
院
へ
の
想
い
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

酒
場
カ
ン
テ
ツ
か
ら
三
条
別
院
に
想
う 

 

生
ま
れ
も
育
ち
も
本
寺
小
路
だ
っ
た
も
の
で 

歩
い
て
通
え
る
か
ら
松
葉
幼
稚
園
に 

通
っ
て
い
ま
し
た
し 

遊
び
場
は
と
な
る
と
、
大
抵
、 

別
院
だ
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。 

か
く
れ
ん
ぼ
、
た
か
鬼
、
缶
蹴
り
と
、 

昭
和
な
遊
び
を
し
た
も
の
で
す
。 

少
し
大
き
く
な
る
と
、
御
坊
様
の
夜
店
で
デ
ー
ト
し
た

り
、
ツ
ッ
パ
リ
な
人
に
カ
ツ
ア
ゲ
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た

思
い
出
も
、
あ
っ
た
り
す
る
。 

 

そ
ん
な
自
分
が
、
最
近
、
三
条
別
院
さ
ん
へ
仕
出
し
を

す
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。 

精
進
弁
当
を
作
っ
た
事
が
キ
ッ
カ
ケ
で 

古
典
な
精
進
か
ら
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
な
ど
様
々
な
精

進
料
理
を
お
届
け
し
て
き
ま
し
た
。 

板
前
修
業
時
代
も
、
ガ
チ
ガ
チ
の
精
進
料
理
は 

作
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で 

一
か
ら
勉
強
し
な
が
ら
の
、 

楽
し
い
仕
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
供
の
頃
か
ら
勉
強
が
嫌
い
で
、
歴
史
な
ん
て
、 

勿
の
論
、
教
科
書
も
開
か
な
か
っ
た
が 

オ
ッ
サ
ン
に
な
る
に
つ
れ
て 

「
昔
は
今
よ
り
新
し
い
」
と
、
気
づ
き
、 

事
あ
る
ご
と
に
、
昔
を
調
べ
る
よ
う
に
な
り 

親
鸞
聖
人
も
、
ち
ょ
っ
と
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
る
と 

な
か
な
か
波
乱
万
丈
で
ア
ナ
ー
キ
ー
な
人
生
だ
な
ー

な
ん
て
思
っ
た
時
も
あ
っ
た
り
。 

昔
の
料
理
を
調
べ
る
と 

「
煎
り
酒
」
な
る
、
昔
な
が
ら
の
調
味
料
だ
っ
た
り 

「
す
り
流
し
豆
腐
」
の
様
に
、 

当
時
人
気
の
有
っ
た
料
理
や 

「
麩
の
焼
き
」
な
る
デ
ザ
ー
ト
な
ど
、、、、 

 

調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
料
理
が
で
て

き
て 

自
分
で
作
り
、
食
べ
、 

当
時
を
思
い
描
い
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

個
人
的
な
考
え
で
す
が 

料
理
も
文
化
も
政
治
や
争
い
ご
と
な
ど 

歴
史
を
振
り
返
る
と
、
案
外
答
え
が
出
や
す
い
の
で

は
？
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

 

「
昔
は
今
よ
り
新
し
い
」
を
胸
に 

こ
の
街
の
こ
と
、
料
理
の
こ
と
、 

自
身
の
商
売
の
こ
と
な
ど
を 

昔
を
紐
解
き
、
楽
し
く
生
き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 

  

関
本 

秀
次
郎 

氏 

（
酒
場
カ
ン
テ
ツ
店
主
） 

                     

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

  
 
 

古
俣 

福
子 

氏
（
第
十
七
組 

妙
音
寺
門
徒
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

 

▲
次
号
は
新
し
く
別
院
教
化
審
議
会
委
員
に
就
任
し
て
い
た
だ
い
た

小
俣
氏
に
依
頼
し
ま
し
た
。 

 

  

九
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
、
三
条
別
院
秋

彼
岸
会
が
勤
修
さ
れ
ま
し
た
。
法
話
講
師
は
次
の
通
り

で
す
。
二
十
四
日
人
生
講
座 

関 

彩
子 

氏
（
第
二
十

組
樂
運
寺
）、
逮
夜
法
要 

 

菊
池 

政
和 

氏
（
九
州
教

区 

江
善
寺
）。
二
十
五
日
人
生
講
座 

藤
田 

惠
日 

氏
（
第
十
八
組 

福
泉
寺
）、
日
中
法
要
（
永
代
経
総

経
）・
逮
夜
法
要
、
ひ
き
つ
づ
き 

菊
池 

政
和 

氏
。
二

十
六
日
人
生
講
座 

小
泉 

惇
麿
氏
（
第
十
四
組 

了
元

寺
）、
日
中
法
要
、
ひ
き
つ
づ
き 

菊
池 

政
和 

氏
。
朝

の
人
生
講
座
の
テ
ー
マ
は
「
で
あ
い
」
で
し
た
。
ま

た
、
三
日
間
通
し
て
熊
本
県
よ
り
菊
池
先
生
に
お
話
い

た
だ
き
、「
迷
っ
て
い
る
人
は
ど
ん
づ
ま
り
ま
で
迷
っ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
」
等
、
聴
衆
に
語
り
か
け
な

が
ら
ご
法
話
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
五
日
の
お
斎
は
カ
ン

テ
ツ
の
精
進
カ
レ
ー
で
し
た
。
早
朝
の
講
座
は
近
隣
の

方
に
多
く
参
詣
い
た
だ
い
て
い
る
た
め
、
十
一
月
の
御

取
り
越
し
の
晨
朝
に
は
、
鏑
木
智
子
氏
（
真
宗
学
院
卒

業
生
）、
木
村
仁
氏
（
教
化
セ
ン
タ
ー
修
了
生
）、
池
田

陽
氏
（
教
学
研
究
会
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
法
話
を
い
た
だ

き
、
朝
食
と
し
て
パ
ン
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。 

         

                               

秋

彼

岸

会

報

告 

J
i

n
n

s
e

i

報

告 

【秋彼岸の精進カレーをおかわりする参詣者】 

【菊池政和氏】 

【関彩子氏】 【小泉惇麿氏】 【藤田惠日氏】 



    

毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
の
定
例
法
話
会

を
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百

年
慶
讃
お
待
ち
受
け
事
業
と
し
て
九
月
よ
り
再
開
い
た

し
ま
し
た
。 

    

十
月
の
講
師
は
水
嶋 

聡 

氏 

（
高
田
教
区
第
一
組
光

德
寺
住
職
、）
で
し
た
。
慶
讃
テ
ー
マ
「
南
無
阿
弥
陀
仏 

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う
」
を
講

題
と
さ
れ
、「
赤
い
実
の
な
る
木
に
赤
い
実
が
な
っ
た
木

の
満
足
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
さ
れ
お
話
を
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
聖
典
で
「
人
」
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
か
を
確
か
め
ら
れ
な
が
ら
、「
人
と
し
て
生
ま
れ
て

き
た
こ
と
の
意
味
」
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
法
話
の
後
に
、
旧
御
堂
で
座
談
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

◆
十
一
月
の
講
師 

  

富
沢 

慶
栄 

氏
（
第
二
十
一
組
超
願
寺
） 

◆
日 

時 

十
一
月
十
三
日
（
日
） 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り 

午
後
四
時
三
十
分 

（
勤
行
、
感
話
、
座
談
あ
り
） 

               

◆
今
後
の
講
師 

十
二
月 

平
等 

良
香 
氏
（
福
井
教
区
德
永
寺
） 

二
〇
二
三
年 

二
月 

田
澤 

一
明 

氏
（
第
十
九
組
明
誓
寺
） 

三
月 

渡
邊 

学 

氏
（
第
二
十
三
組
明
正
寺
） 

四
月 

黒
田  

進  

氏
（
長
浜
教
区
満
立
寺
） 

五
月 

井
上  

円  

氏
（
高
田
教
区
淨
泉
寺
） 

六
月 

藤
場 

芳
子 

氏
（
金
沢
教
区
常
讃
寺
） 

  

  

秋
の
奉
仕
研
修
（
お
磨
き
・
庭
清
掃
）
が
十
月
十
二
日

（
水
）、
十
七
日
（
月
）、
十
九
日
（
水
）
午
前
九
時
か
ら

午
後
一
時
ま
で
行
わ
れ
、
併
せ
て
庭
講
の
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
外
作
業
は
少
人
数
で
し
た
が
、
落
ち
葉
掃
き
を
中

心
に
行
い
ま
し
た
。
全
三
回
の
奉
仕
研
修
も
終
わ
り
、
お

取
り
越
し
報
恩
講
に
向
け
て
の
準
備
が
着
々
と
す
す
ん

で
い
ま
す
。
十
一
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
、
六
日
初
日
中

か
ら
八
日
結
願
日
中
ま
で
は
信
教
院
鍵
役
の
御
参
修
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
、
ぜ
ひ
お
参
り
い
た
だ
け

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。 

           

        

宗
祖
御
誕
生
八
百
五
十
年
立
教
開
宗
八
百
年 

慶
讃
定
例
法
話
会
を
九
月
か
ら
再
開 

お
取
り
越
し
迫
る 

秋
の
別
院
奉
仕
研
修 

【水島 聡 氏】 

【富沢 慶栄 氏】 

【彫の細かい鶴亀も丁寧におみがき】 



  
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八
日

に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要
と

法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
日 

時 

十
一
月
二
十
八
日
（
月
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

正
信
偈 

真
四
句
目
下 

 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

 
 
 
 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

十
一
月 

倉
井
光
弥
氏
（
第
十
一
組
養
泉
寺
） 

御
文
五
帖
目 

二
十
一
通 

「
当
流
安
心
・
経
釈
明
文
」 

▲
本
年
も
身
近
な
御
聖
教
で
あ
る
『
御
文
』
五
帖
目
に
つ
い
て
継
続

し
て
、
聞
い
て
い
き
ま
す
。 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

十
二
月 

北
島 

栄
誠 

氏
（
第
十
一
組 

長
福
寺
） 

  ―

九
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

第
二
十
組
誓
慶
寺
門
徒
、
第
二
十
二
組
淨
音
寺 

そ
の
他
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）
で
す
。 

  

◇
開 

催 

日 
 
 

八
月
二
十
三
日
（
火
）
※
夜
の
部
の
み
（
済
） 

九
月
十
二
日
（
月
）（
済
）・
十
月
十
七
日
（
月
）（
済
） 

十
一
月
十
四
日
（
月
）・
十
二
月
十
三
日
（
火
）
（
全
五
回
） 

◇
昼
の
部
：
三
時
～
五
時 

◇
夜
の
部
：
六
時
～
八
時 

◇
講 

師 
 
 

昼
の
部
：
三
条
別
院 

列
座 

夜
の
部
：
長
田 

淨
見 

氏
（
第
十
六
組 

善
興
寺
） 

◇
講
習
内
容 

昼
の
部
：
正
信
偈 

草
四
句
目
下
（
赤
本
の
内
容
） 

 

夜
の
部
：
浄
土
和
讃 

繰
読
み
（
声
明
集
の
内
容
） 

  

○
別
院
書
道
教
室
（
生
徒
募
集
中
！
） 

〔
月
二
回
第
二
、
第
四
水
曜
日
、
午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
〕 

講
師 

木
原
光
威
氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

 

月
謝 
三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

  

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併
せ
た
奉

仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、
聞
法
会
を

開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

半
日
の
奉
仕
研
修
等
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
お
り
ま
す
現
在
、
十
月
二
十

日
。
草
木
は
紅
葉
を
迎
え
、
美
し
く
そ
の
姿
を
変
え
、
秋

の
虫
た
ち
も
、
夜
風
に
秋
の
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。「
秋

の
深
ま
り
」
を
感
じ
る
時
節
で
す
。
四
季
の
中
で
、
秋
だ

け
が
「
深
ま
る
」
と
表
現
さ
れ
ま
す
。
他
の
季
節
は
、「
深

ま
る
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
唯
一
、
秋
だ
け
が
、
何
か
に

深
ま
る
。
移
り
変
わ
る
「
秋
の
深
ま
り
」
を
感
じ
て
、
何

か
、
も
の
思
い
に
ふ
け
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。 

「
一
体
、
秋
は
、
何
に
深
ま
る
の
か
？
」。
人
に
よ
っ

て
そ
れ
は
様
々
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
「
自
分
」

で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
深
ま
る
も
の
は
、
他
者
と
の

関
係
性
や
物
質
的
な
外
部
の
も
の
で
は
な
く
、
自
分
と
い

う
自
己
の
精
神
性
、
内
部
性
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

日
常
生
活
の
中
で
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
二
項
対
立
、

例
え
ば
過
去
と
未
来
、
成
功
と
失
敗
、
勝
ち
組
と
負
け
組

な
ど
、
こ
れ
ら
は
わ
か
り
や
す
い
様
相
を
示
し
ま
す
が
、

難
し
い
も
の
を
難
し
い
ま
ま
で
引
き
受
け
ら
れ
な
い
自

分
の
有
様
と
も
言
え
ま
す
。 

秋
は
、
そ
ん
な
日
常
生
活
の
中
で
、
少
し
立
ち
止
ま
り

重
層
的
に
、
自
己
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

秋
は
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
深
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、

も
う
間
も
な
く
お
取
り
越
し
で
す
。
来
年
に
は
教
区
改
編

が
な
さ
れ
、
七
月
に
新
潟
教
区
が
発
足
し
ま
す
か
ら
、
三

条
別
院
お
取
り
越
し
報
恩
講
が
、
三
条
教
区
と
し
て
お
勤

ま
り
に
な
る
最
後
の
年
と
な
り
ま
す
。
是
非
、
僧
俗
共
々

に
如
来
聖
人
の
御
前
に
額
ず
き
御
参
詣
賜
り
た
く
願
い

ま
す
。
一
緒
に
お
念
仏
申
し
、
自
分
を
掘
り
下
げ
深
め
、

訪
ね
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 

（
廣
河
） 

随

時

募

集

中 

 

そ

の

他

の

講

座

案

内 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続
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声

明
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室
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ご

案
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祖
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日
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つ

ど
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